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・各教科の「年間計画」に基づいた指導
を行い、学力向上プロジェクトシートを
活用し指導の工夫を行った。また、数
学科、英語科、保健体育科において
ティームティーチングの授業を実施し
た。

・特色ある学校づくり推進事業による個
別相談や、学力ステップアップ支援員
等による授業支援を実施した。

・生徒会活動を中心に、各委員会で考
案した人権に係る呼びかけや掲示物の
作成等の活動を行った。

・教育相談前にアンケートを実施し、相
談活動を充実させるとともに、個に応じ
た指導を充実させた。
・生徒指導・支援部会を定期的に実施
して情報を共有するとともに、SCや関
係機関と連携し生徒指導・支援の充実
を図った。

地域の中の学校づくり

・家庭や自治会、公民館、青健連等の地
域諸団体の教育力を生徒の成長に生か
すことを目指して、地域との交流を促し、
生徒の自主的・自治的な活動の推進に
努める。

・学校運営協議会を開催し、学校行事
への協力や地域行事への参加につい
て協議を行った。また、厚木市年末清
掃等への参加協力を行った。

評価項目・指標等 具体的な取組 成果と課題

厚木市教育委員会の基本目標
１　自ら学び、鍛え、未来を拓き、夢や可能性に挑み続ける力の育成　【挑戦】
２　自他の命や豊かな感性を大切にし、多様性を認めながら共に生きていく力の育成　【共生】
３　変化する社会に自ら進んで関わり、人々と協働してより良い社会を創る力の育成　【創造】

田口　明生

自立・共生・工夫　～社会で自分らしさを生かすことができる生徒の育成～

〇一人一人が自信をつける（達成感を味わう）学びの場づくり　　　〇生徒による学校づくり　　　〇地域の中の学校づくり

学校経営の方針学校教育目標

今年度の重点目標

【別紙様式Ⅰ】　令和６年度　学校評価報告書

・今年度から導入された地域学校協働活動をさらに活
用し、地域の方が学校の教育活動に参加することから
相互理解を深め、地域や生徒の実態に合った取組が
できるよう工夫し、地域全体で子どもと関わっていく風
土を大切にしていきたい。

次年度への具体的な改善策

〇自分を受け入れ、自分らしさを追求しようとする生徒
　 生徒の将来を見据えた取組ができる教職員
〇多様な考えを認め、ともに成長しようとする生徒
　 人権意識を高め、切磋琢磨し、協働の精神を大切にする教職員
〇あきらめず、工夫して課題の解決に取り組む生徒
　 学び続け、工夫して課題解決に取り組む教職員

一人一人が自信をつける（達成感を味わ
う）学びの場づくり

・基礎的・基本的な知識・技能の習得と思
考力・判断力・表現力、さらに学びに向か
う姿勢・人間力等の育成のバランスを心
がけ、主体的・対話的で深い学びとなる
授業を積極的に取り入れる等、授業の工
夫改善を進める。

・自他を認め、支持的風土の醸成を図る
とともに、対人関係調整力の育成に努め
る。

生徒による学校づくり

・ESDのテーマを「環境」「人権」として、構
成概念のどの部分の理解を深めるもの
かを理解し、実践に当たる。

・関係機関と連携しながらニーズに応じた
支援教育を進め、その成果を生かした生
徒指導・支援の充実を図る。自己肯定感
の高まりとともに多様性を認め合える心
情を育成する。

・これまでの数学・英語における少人数指導やティー
ムティーチングは一定の成果を上げてきている。生徒
からは、「わからないことをすぐに聞くことができて安心
できる」という声が多数上がっていることからも、次年
度以降も実施していきたい。

・個に応じた指導を続けることが、不登校の未然防止
にもつながっていることから、支援員等を有効に活用し
ながら、今年度同様の支援教育を継続していきたい。

・環境問題や人権課題に対して、生徒会活動、各学級
や部活動等、様々な活動場面において、より理解を深
め、自ら実践できる人間づくりを推進していく。また、
SDGｓの取組について、地域との関わりの中において
も意識が高められるような機会を作っていきたい。

・特別支援学校教諭による講話は好評であった。次年
度も互いのよさを認め合いながらふさわしい人間関係
の構築等をテーマに講演会を実施し、不登校の未然
防止や心身の健康について考える機会を作っていき
たい。
・SCや厚木市教育委員会・福祉関係機関等との連携
を強化し、生徒個々が抱える課題について、様々な角
度から支援をしていきたい。

・数学・英語に関しては、習熟度の差が大きく、複数の教員によ
る教科指導は有効であり、学力不振を原因とする不登校生徒へ
の対応という意味でも有効であると考える。
・授業内でのペアやグループ学習を積極的に取り入れることで、
他者の意見を取り入れながら個々の思考力・判断力・表現力を
高めることができた。

・個別支援・指導により、定期的に登校できるようになった生徒
もおり、少しずつ教室へ戻る契機になっている。

・生徒会活動を中心に、各委員会で考案した人権に係る呼びか
けや掲示物の作成等の活動を行った。

・各学期に教育相談を実施しており、学級担任と生徒の人間関
係構築の観点から、非常に有効である。今年度は、特別支援学
校教諭を講師とし、ふさわしい人間関係の構築をテーマに講演
会を実施した。

・不登校生徒が多い状況の中、生徒支援を進めていくうえで、関
係機関の協力は欠かせない。青少年教育相談センターや福祉
関係機関などとも連携し対応している。

・地域清掃や公民館行事等では、参加生徒の成長とともに、地
域からの感謝の声が寄せられるなど、子どもたちを地域全体で
育てていくという意識が高まった。また、学校に関わってくださっ
ている地域ボランティアの方へ、生徒から感謝のメッセージを届
ける等、地域との関りを持つことができた。、



今年度の学校経営のまとめ　・　次年度への改善の方針

　生徒・保護者アンケートからも、今年度の教育活動について、おおむね評価できると回答されている。特に生徒の「集団生活の中で自主的に物事に取り組み、仲間と協力して班・係・生徒会活動等に参加していま
すか」の項目では、昨年度よりA評価（とてもそう思うと回答した数）が増加した。これらのことから、自ら工夫して課題解決に取り組み、互いに高めあいながら成長しようとする生徒の指導・支援をしてきたと判断して
いる。
　課題は、生徒と地域の方々のふれあう機会が十分でない点であると考える。今年度から始まった地域学校協働活動をさらに活用し、学校という場を通して生徒と地域の方々がふれあう機会を設け、生徒自身が地
域の一員である自覚を持てるような取組を計画している。

今年度の学校関係者評価委員会からの意見

【教育活動の充実について】令和6年度も、体育大会や文化発表会等の行事を、開催方法を工夫して実施できたことは、生徒や保護者にとっても、大変有意義だったと思われる。
【地域との協働について】少しずつではあるが、生徒が地域の行事に参加できる機会が戻ってきている。次年度は、さらに多くの生徒が地域の行事に参加できるよう、地域、学校ともに条件整備を進めたい。


